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【評価項目】 第１回　指名審査会【令和 ７年３月24日】
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【価格以外の評価結果】 第3回　指名審査会【令和 ７年 ６月 16日】
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【総合評価結果】 【令和 ７年 ６月 16日】

※入札金額の欄、価格評価点は空白とする。

　　プロポーザル方式の場合 ※技術評価点は、６０点換算は行わない。

※公表に当たり、第１号様式も添付して行うこと。

(注1) プロポーザル方式の場合は、必要に応じ記入する。
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　沖縄県では、本島中南部都市圏において、これまで３回のパーソントリップ調査を
実施し、時代に応じた都市交通施策を推進してきた。
　一方、鉄軌道のような利便性の高い公共交通機関がないことで、極めて高い自
動車依存型社会が形成されたことにより、依然として交通渋滞が慢性化しているこ
とに鑑み、第４回目となるパーソントリップ調査を令和４年度から実施しているとこ
ろ。
　令和７年度はＰＴ調査の最終年度にあたり、都市交通マスタープランの策定を目
的とする。

業　　　務　　　概　　　要

プ ロ ポ ー ザ ル 方 式 に 関 す る 評 価 調 書 【指名段階】

　　　　　　　　評価項目
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都市計画・モノレール課 令和７年度第４回パーソントリップ調査計画策定業務 89,181,819円以下

履行箇所

沖縄本島内

低入札調査基準価格
（税抜き）（円）(注1)

沖縄県土木建築部における

課（所）名 業   務   名
予定価格

（税抜き）（円）(注1)
失格基準価格

（税抜き）（円）(注1)


